
第３章

圏域ごとの外来医療提供体制

二次医療圏における課題等に関する協議を踏まえ、地域の実情に
応じた外来医療提供体制の方向性等を示します。
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１．外来医師偏在指標及び外来医師多数区域の設定

（１）外来医師偏在指標及び外来医師多数区域

●二次医療圏単位における外来医療の実態を反映する指標として、国がガイドラインに定める計算式
によって、外来医師偏在指標を算出しています。（詳しくは、「第 1 章第４節 外来医師偏在指標」
をご覧ください。）

●外来医師偏在指標の値が全国の二次医療圏の中で上位 33.3%に該当する二次医療圏を、「外来医師
多数区域」と設定することとされています。

●県内では、長崎、県央、県南、五島、壱岐、対馬の６つの医療圏が外来医師多数区域に該当します。

【表】外来医師偏在指標及び外来医師多数区域  
外来医師偏在指標 全国順位 外来医師多数区域

全 国 106.3 ― ―
長 崎 県 125.7 5 ―

二
次
医
療
圏

長 崎 154.2 4 ○
佐 世 保 県 北 98.4 157
県 央 122.9 42 ○
県 南 108.3 91 ○
五 島 114.8 65 ○
上 五 島 90.2 227
壱 岐 127.5 34 ○
対 馬 109.6 88 ○

【表】外来医師偏在指標及び外来医師多数区域

第1節 総論

対馬 多数区域
指標：109.6

佐世保県北
指標：98.4

上五島
指標：90.2

長崎 多数区域
指標：154.2 県南 多数区域

指標：108.3

五島 多数区域
指標：114.8

県央 多数区域
指標：122.9

壱岐 多数区域
指標：127.5
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（２）外来医師偏在指標の留意点

●外来医師偏在指標は、ガイドラインで定める算定式によって、一律に算定されるものです。そのた
め、地域における協議の際には、次の点に留意する必要があります。

●外来医師偏在指標は、現在の外来医師の偏在の度合いを示すものであり、将来に向けた外来医療の課
題や在り方を考える際には、医師の年齢構成や、5 年、10 年後の地域の姿を考慮する必要がありま
す。

●外来医師偏在指標はへき地等の地理的条件は考慮されていないことから、離島医療圏が外来医師多
数区域になるなど、指標が地域の現状を反映していないケースがあります。

●医療資源が少ない離島医療圏や半島・へき地は、他の医療圏に比べて、病院での外来診療の割合が高
い地域になります。そのため、診療所の偏在を示す指標の外来医師偏在指標に加えて、外来医療に関
する様々なデータを活用しながら協議を行う必要があります。

２．外来医療体制に関する協議のプロセス

（１）外来医療提供体制に関する協議

●地域の実情に応じた外来医療の提供体制を構築するため、地域における外来医療の現状や課題を関
係者間で共有し今後のあり方等を協議する場を設置します。本県では、二次医療圏ごとに設置してい
る「地域医療構想調整会議」を、地域ごとの外来医療提供体制に関する協議の場として活用します。

●地域の外来医療提供体制を踏まえ、より細かい単位での協議が必要な場合は、調整会議の下に郡市医
師会・市町単位などでワーキング・チームや専門部会等を設置し、協議を行うものとします。

●ガイドラインでは、協議の場で検討が必要な事項として、地域で不足する外来医療機能が挙げられて
おり、本県ではガイドラインに示された「夜間や休日等における地域の初期救急の提供体制」「在宅
医療の提供体制」「産業医、学校医、予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制」について協議を行
い、それぞれの区域の現状及び課題を取りまとめています。

●国は、外来医療に関する情報を積極的に提供することにより、地域における医療関係者等の自主的な
調整機能の中で医師偏在の是正につなげていくことを基本的な考え方としており、外来医師多数区
域においては、新規開業者に対して、協議の場で検討を行った地域で不足する外来医療機能を担うこ
とを求めるとしています。

●本県では、協議の場で検討を行った地域の外来医療機能の現状及び課題を踏まえ、診療所の新規開業
者に対して、当該地域において充実が必要な外来医療機能を担うことへの協力を求めることとし、そ
の内容を当該区域の方針として、本計画に記載します。また、本計画に示す、当該区域の方針への合
意状況等については、調整会議において確認を行うものとします。

（２）新規開業時の協議プロセス

●県は、診療所の新規開業希望者に対して、開業に当たっての事前相談や新規開業の届出様式の入手時
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などの機会に、開業する場所が外来医師多数区域であることや、外来医療計画に定める協力を求める
外来医療機能について情報提供を行います。また、新規開業の際に資金調達を担う金融機関や、新規
開業に間接的に関わる機会があると考えられる医薬品・医療機器卸売業者、調剤薬局等に対しても情
報提供を行うなど、様々な機会を捉え周知を行います。

●診療所の新規開業者に対し、新規開業に伴う開設等の届出時において、地域においてどのような医療
機能を担うのか、医療機関の意向等を確認します。

●県は、医療機関の新規開設の状況や、新規開業者に求める事項に対する合意状況等について調整会議
へ報告するとともに、調整会議における協議の概要について公表するものとします。

●なお、新規開業届出を行う診療所のうち、次のア、イのいずれかに該当する場合は、事業の継続性等
の観点から、新規開業者に求める事項に対する調整会議における合意状況の確認については、省略す
ることができるものとします。

ア 地域で必要とされる外来医療機能を担っていた診療所が同一二次医療圏内に移転する場合、移
転前に担っていた外来医療機能を引き続き行う旨の届出がなされた場合

イ 開設者を変更する前の診療所が地域で必要とされる外来医療機能を担っており、開設者を変更
した後も引き続き行う旨の届出がなされた場合
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３．医療機関の所在の状況

【表】二次医療圏ごとの医療機関数（平成 29 年医療施設調査）  

※長崎県内で開設している病院、診療所の一覧（毎月中旬頃更新予定）については、ホームページにおいて公表し
ています。（http://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/hukushi‒hoken/iryo/itiran‒iryo/）

４．外来医療提供体制における医療圏共通の課題

●本計画に示された外来医療提供体制における課題については、関係機関と情報共有を図るとと
もに、対応等について地域ごとに開催する地域医療構想調整会議等において議論を行うことと
します。

（１）初期救急医療提供体制

●在宅当番医制度については、郡市医師会を中心に地域の診療所や病院の参加によって運営され
ていますが、医師の高齢化や後継者不在、看護師など医療スタッフの不足に伴う診療所の閉鎖
等により、今後体制の見直しが必要となることが予想されています。

●各市が設置する休日夜間急患センターについては、大型連休時や感染症の流行時など、診療所
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の受入れ能力を超える患者が来院することがあり、運営上の課題となっています。

●二次・三次を担う病院群輪番制病院や救急告示病院等において、入院の必要のない軽症患者の
救急診療が一定数を占めています。夜間や休日など限られた医師や看護師等で対応する中で、
病院や医療従事者の負担が大きくなっています。

（２）在宅医療提供体制

●訪問診療を行う医師等の高齢化等により、人材確保が課題となっています。

●在宅医療の多くが、診療所を中心とした小規模な組織体制で提供されており、対応する医師の
負担が大きくなっています。在宅医療を進めるためには、新たな担い手を育成するほか、在宅
療養支援病院や在宅療養後方支援病院など訪問診療を行う在宅医の支援体制の充実が求められ
ています。

（３）予防接種等の公衆衛生提供体制

●医師の高齢化等を背景に、学校医の確保が難しくなっている地域が増えています。そのため、
複数校の学校医を兼務するなど、医師の負担が大きくなっています。

●医療資源が限られている地域において、小児科医や外科など特定の診療科の医師不足が問題と
なっています。

（４）その他

●地域の医療提供体制を確保し、維持するためには、実際に医療を受ける患者である県民の理解
と協力が欠かせません。身近な地域で、日常的な診療や、症状に応じた適切な医療機関への紹
介などを行う「かかりつけ医」や「かかりつけ歯科医」「かかりつけ薬局」を持つ、緊急性のな
い軽度の症状であっても個人的な理由により救急外来を受診するいわゆる「コンビニ受診」は
差し控える、外来診療を行っていない休日や夜間の受診を迷ったときの小児救急電話相談

「＃8000」の利用や、救急車の適正利用などについて周知を行います。

●小児科医が高齢化する中、育児不安や心のケアへの対応など、小児科医に求められる保健活動
に対するニーズが高まっており、「医師確保計画」に基づいた小児科医の確保対策を進めること
が必要です。
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１．医療圏の概要

●長崎医療圏は長崎市、西海市、西彼杵郡で構成され
ており、人口及び人口密度が県内で最も大きい医療
圏です。

●県都である長崎市には多くの医療機関があります
が、医療圏全体をみると、南北に長く、また小離島
もあるため、医療資源の地域偏在が課題となってい
ます。

【グラフ】人口の推移（長崎医療圏）

第２節 長崎医療圏

長崎市 西海市

長与町 時津町

※出典：「国勢調査」(2020 年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計)
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２．医療資源の状況

（１）病院・診療所の施設数

●国の医療施設調査の結果によると、長崎医療圏における病院数はほぼ横ばいで、診療所については有
床診療所の無床化等により無床診療所は増加しているものの、施設数全体は減少しています。

●診療所数を市町別に見ると、長与町を除く３市町で施設数が減少しており、施設の廃止又は休止が、
開設又は再開の件数を上回る状況となっています。

【表】施設数及び開設等の状況（病院）

平成 26 年 平成 29 年 平成25 年10 月～平成 26 年 9 月 平成28 年10月～平成 29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

長崎市 49 46 0 0 0 0 0 0 0 0
西海市 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
長与町 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
時津町 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 56 53 0 0 0 0 0 0 0 0

【表】施設数及び開設等の状況（診療所）

平成 26 年 平成 29 年 平成25 年10 月～平成 26 年 9 月 平成28 年10月～平成 29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

長崎市 563 545 ＊ ＊ ＊ ＊ 8 ＊ ＊ ＊
西海市 24 23 0 0 0 0 0 ＊ ＊ 0
長与町 33 38 0 0 ＊ 0 ＊ ＊ 0 0
時津町 35 34 ＊ ＊ 0 0 ＊ ＊ 0 0
合計 655 640 9 19 6 0 12 15 ＊ ＊

※出典：厚生労働省「平成26 年・29 年医療施設調査」
※開設・廃止等施設数が1～3 施設の場合は、「＊」表示となります。

【グラフ】施設数の推移

※出典：厚生労働省「医療施設調査」
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（２）主たる診療科目別医師数、年齢構成  

●主たる診療科別の診療所医師数を見ると、内科が最も多く、次いで外科、整形外科の順となっていま
す。

●診療所医師を性別で見ると、男性医師が 592 人（構成割合：85.4%）、女性医師が 101 人（構成割
合：14.6%）となっています。

●医師を年齢階層別に見ると、「65～69 歳」が 124 人と最も多く、次いで「55～59 歳」が 111 人、
「60～64 歳」が108 人となっています。高齢化率は41.8%となっており、全国の高齢化率（31.8%）
を大きく上回っています。

【表】主たる診療科別にみた診療所に従事する医師数（単位：人）
内
科

皮
膚
科

小
児
科

精
神
科

外
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

形
成
外
科

眼
科

耳
鼻
咽
喉
科

産
婦
人
科

放
射
線
科

そ
の
他

合
計

長崎市 239 34 36 26 56 11 4 49 9 38 30 40 0 11 583
西海市 13 0 1 0 4 0 0 2 0 0 0 0 0 2 22
長与町 19 1 3 1 4 0 2 3 0 3 3 0 0 1 40
時津町 17 1 6 2 4 1 2 4 0 4 2 3 0 2 48
合計 288 36 46 29 68 12 8 58 9 45 35 43 0 16 693
※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

【表】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」
【図】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」
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３．外来の受療動向

（１）流出入の状況

●医療機関の診療報酬の診療結果を利用して、外来患者の受療動向を分析した結果によると、特に西海
市において、佐世保県北医療圏への流出が多くなっています。

【表】外来患者の流出入動向（平成 28年度）（単位：算定件数）

患者の
住所地

医療機関の所在地

長崎市 西海市 長与町 時津町 県内の他
の医療圏 県外 合計

長崎市 94.40% 0.07% 1.15% 2.55% 1.38% 0.45% 2,2270,238
西海市 19.68% 48.01% 0.30% 3.14% 28.44% 0.44% 159,648
長与町 36.92% 0.04% 45.98% 16.08% 0.85% 0.14% 185,059
時津町 26.64% 0.03% 5.31% 67.33% 0.53% 0.17% 138,004
合計 2,279,714 78,256 118,987 185,499 79,099 11,394 2,752,949

※出典：国のナショナルデータベース(NDB)の平成28年4月か 29年3月までの病院と一般診療所における初診・
再診、外来診療料の診療行為の算定件数

（２）病院と診療所における診療実績

●外来の受診施設を見ると、診療所は 501 施設となっており、病院を含めた外来施設数全体の
90.4%となっています。

●通院外来及び往診・在宅訪問診療（以下、「通院外来等」という。）の診療実績及び割合は、病
院が約 142 千人（割合 20.5%）、診療所が約 551 千人（割合 79.5%）となっています。

●時間外の病院の診療実績及び割合は、2,977 人（割合 39.0%）となっており、通院外来等にお
ける病院の割合である 20.5%より 18.5%高くなっています。これは、輪番病院などの二次・
三次医療機関での受診が増えるためと考えられます。

【表】病院と診療所の外来患者対応の状況

※出典：厚生労働省「平成29年医療施設調査」
NDBの平成29年4月から30年 3月までの診療分データ(12ヶ月)

※通院外来：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療科、小児科外来診療料、小児か
かりつけ診療科の診療行為の算定回数及び算定施設数

※往診：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の往診の算定回数及び算定施設数
※訪問診療：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の在宅患者訪問診療の診療行為の算定回数及び算定施設

数

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

１施設あ
たり患者
延べ数

病院 53 53 142,427 2,687 53 141,600 12 52 15 776 40 2,977 74
診療所 640 501 551,369 1,101 501 541,203 178 1,550 183 8,641 208 4,662 22

１施設あ
たり患者
延べ数

通院外来① 往診② 訪問診療③ 【参考】時間外

外来内訳
外来

患者延数
①＋②＋

③

外来
施設数

医療
施設数
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【表】長崎市夜間急患センターにおける診療実績（単位：人）
平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度

診療実績 13,772 13,643 13,562 12,354
患者延数(人/月) 1,148 1,137 1,130 1,030

※出典：長崎市調べ

【グラフ1】病院と診療所における外来患者延数の対応割合 【グラフ2】病院と診療所における時間外の外来患者
延数の対応割合※

※時間外の外来患者延数の対応割合における診療所については、長崎夜間急患センターにおける対応件数を平成
29 年度の患者延数（1,130 人/月）とみなし、診療所の内数として参考表示

４．地域の外来医療体制の検討

（１）初期救急医療提供体制
在宅当番医 夜間休日急患センター

郡市
医師
会

参加医療
機関

診
察
日

備考
休日夜間
急患セン

ター
診察日 備考

長崎市 長 崎
市 医
師会

336 施設
(15 病院,
321 診療
所)

休
日

7 ｸﾞﾙｰﾌﾟ(内
科、小児科、外
科、婦人科、眼
科、耳鼻咽喉
科、旧西彼地
区)にわけ、1～
2 施設指定

長崎市夜
間急患セ
ンター

月～金
20:00～23:30
土日、祝日
20:00～6:00
年末年始
10:00～17:00
20:00～6:00

・内科、耳鼻咽喉科、小
児科（診療時間は診療
科によって異なる）
・開業医や長崎大学病
院等からの医師の派遣
により運営

西海市 西 彼
杵 医
師会

13 施設
(1 病院、
12 診 療
所)

休
日

市内 1 施設指
定

長与町 79 施設
(5 病院,
74 診 療
所）

休
日

3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ(長与
町、時津町、専
門医)にわけ、1
施設指定

時津町 休
日

※出典：郡市医師会及び市町に対する調査（令和元年9 月時点）

46.2%

14.8%

39.0%

61.0%

20.5%

79.5%

病院

診療所

診療所

病院

長崎市急患センター

長崎市急患センター
以外の診療所
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（参考）二次救急医療提供体制
病院群輪番制病院 救急医療協力病院・その他の医療機関

長 崎 医
療圏

◎長崎みなとメディカルセンター
◎長崎記念病院
◎長崎掖済会病院
◎十善会病院
◎長崎原爆病院
◎聖フランシスコ病院
◎井上病院
◎長崎百合野病院
◎済生会長崎病院

◎重工記念長崎病院
◎日浦病院
◎田上病院
◎長崎北徳洲会病院
◎虹が丘病院
◎上戸町病院
◎光晴会病院
◎ながさきハートクリニック

大久保病院
千綿病院
長崎友愛病院

※表中「◎」印は救急告示医療機関（令和元年９月時点）

●長崎医療圏における初期救急医療は、郡市医師会を中心とした在宅当番医制度や、長崎市が運
営する「長崎市夜間急患センター」等によって提供されています。

●他の医療圏と比較すると、在宅当番医による初期救急の医療体制は充実していますが、小児科
など実施医療機関数が少ない診療科については、当番回数が多くなるなど医師の負担が大きく
なっています。

●在宅当番医制度を支える開業医の高齢化に伴い、一部の診療科については、今後現在の体制を
維持することが難しくなると考えられます。今後、患者数や地域のバランス等を踏まえた見直
しについても検討が必要です。

●休日・夜間帯においては、緊急性がなく救急車以外で二次・三次医療機関の救急外来を受診す
るウォークイン受診も多く、限られた医師や看護師等で対応しているなかで、医療従事者の負
担が問題となっています。

●長崎市の夜間や休日の小児初期救急外来については、準夜帯から明け方にかけて診療を行って
いる夜間急患センターが長崎市医師会館内に開設されていますが、インフルエンザ流行時や連
休、年末年始等において、診療対応能力を超える患者が来院し、運営上の課題となっています。
また、市中央部から遠い地域等における時間外診療の対応が課題となっています。

●夜間急患センターの医師については、開業医や大学病院等からの医師派遣により運営されてい
ますが、開業医の高齢化等により、将来的に医師の確保が難しくなることが予想されます。中
でも、小児科医の確保が課題となっています。また、看護師については、深夜帯の従事者の確
保が難しくなっています。

●西海市の在宅当番医制については、西彼杵医師会を中心に、市内で開設する医療機関によって
提供されていますが、医師の高齢化や参加医療機関が少ないことが課題となっています。

●長与町及び時津町の在宅当番医制については、西彼杵医師会を中心に、両町内で開設する医療
機関によって提供されていますが、長崎市、西海市と同様に、医師の高齢化や小児科医の確保
の課題を抱えています。
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●コンビニ受診や軽症者の安易な時間外診療の受診は医療を提供する医師の過度な負担となるこ
とから、かかりつけ医への時間内の受診や、小児救急電話相談センター（♯8000）の利用等、
住民に対する広報・周知を行うことが必要です。

（２）在宅医療提供体制

●長崎市を中心に活動する「長崎在宅 Dr.ネット」は、在宅医療に関わる医師のネットワークであ
り、主治医、副主治医の連携体制を構築して、組織的に在宅医療の提供、看取りの支援を行っ
ています。

●西海市では、医療資源が限られており、在宅医療を行う医師も不足しています。在宅医療等の
医療需要の増加を踏まえ、新たな在宅医療の担い手育成を図るほか、医療や介護等、様々な職
種間の連携体制を確立する必要があります。

（３）産業医、学校医、予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制

●医療機関が少ない地域を中心に学校医の確保が難しくなっています。今後、勤務医も含めた体
制について検討が必要です。

●西海市では、乳幼児保健事業を実施するにあたり、小児科医の確保が課題となっています。

５．充実が必要な外来医療

●長崎医療圏における充実が必要な外来医療機能として、新規開業者に対して求める事項は次の
とおりです。

（１）初期救急医療提供体制への協力

（２）在宅医療の実施

（３）学校医、産業医、乳幼児の保健事業等、公衆衛生に対する協力
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１．医療圏の概要

●佐世保県北医療圏は佐世保市、平戸市、松浦市、
佐々町で構成され、県内で最も面積が広く、人口
では２番目に大きな医療圏です。中核市の佐世保
市には、急性期機能をはじめ多くの医療機関があ
りますが、県北地域のうち特に平戸市・松浦市で
は、医師の不足や医療資源の偏在などの課題を抱
えています。

【グラフ】人口の推移（佐世保県北医療圏）

第３節 佐世保県北医療圏

佐世保市 平戸市

松浦市 佐々町

※出典：「国勢調査」(2020 年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計)
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２．医療資源の状況
（１）病院・診療所の施設数

●国の医療施設調査の結果によると、佐世保県北医療圏における病院数はほぼ横ばいで、一般診療所に
ついては、有床診療所からの転換等により無床診療所は増加しているものの、全体として減少してい
ます。

●一般診療所数を市町別に見ると、約 80%が佐世保市内に集中しています。診療所数はすべての市町
で減少しており、施設の廃止又は休止が、開設又は再開の件数を上回る状況となっています。

【表】施設数及び開設等の状況（病院）

平成 26 年 平成 29 年 平成25 年10 月～平成 26 年 9 月 平成28 年10月～平成 29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

佐世保市 26 25 0 0 0 0 0 ＊ 0 0
平戸市 8 7 0 0 0 0 0 0 0 0
松浦市 3 3 0 ＊ 0 0 0 0 0 0
佐々町 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 38 36 0 ＊ 0 0 0 ＊ 0 0

【表】施設数及び開設等の状況（診療所）

平成 26 年 平成 29 年 平成25 年10 月～平成 26 年 9 月 平成28 年10月～平成 29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

佐世保市 227 226 8 ＊ ＊ 0 7 ＊ ＊ 0
平戸市 19 18 ＊ ＊ 0 0 0 0 0 0
松浦市 19 18 ＊ 0 0 0 0 0 0 0
佐々町 13 11 0 0 0 0 0 ＊ 0 0
合計 278 273 11 11 ＊ 0 7 6 ＊ 0

※出典：厚生労働省「平成26 年・29 年医療施設調査」
※開設・廃止等施設数が1～3 施設の場合は、「＊」表示となります。

【グラフ】施設数の推移

※出典：厚生労働省「医療施設調査」
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（２）主たる診療科目別医師数、年齢構成  

●主たる診療科別の診療所医師数を見ると、内科が全体の 45.5%を占めています。

●診療所医師を性別で見ると、男性医師が 232 人（構成割合：91.0%）、女性医師が 23 人（構成割
合：9.0%）となっています。

●医師を年齢階層別に見ると、「65～69 歳」が 60 人と最も多く、次いで「60～64 歳」が 48 人、「55
～59 歳」が 35 人となっています。高齢化率は 42.7%となっており、全国の高齢化率（31.8%）
を大きく上回っています。

【表】主たる診療科別にみた診療所に従事する医師数（単位：人）

内
科

皮
膚
科

小
児
科

精
神
科

外
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

形
成
外
科

眼
科

耳
鼻
咽
喉
科

産
婦
人
科

放
射
線
科

そ
の
他

合
計

佐世保市 100 10 18 8 16 7 5 17 2 14 10 9 4 1 221
平戸市 5 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 1 10
松浦市 7 0 1 0 3 0 0 1 0 0 0 1 0 0 13
佐々町 4 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 2 0 0 11
合計 116 11 20 8 20 7 5 20 2 16 12 12 4 2 255

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

【表】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」
【図】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」
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45-
49
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60-
64

65-
69

70-
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75-
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80
歳以
上

合計 高齢
化率

男性 0 0 0 3 11 15 24 31 46 54 22 10 16 232 44.0%

女性 0 0 0 2 2 2 4 4 2 6 1 0 0 23 30.4%

合計 0 0 0 5 13 17 28 35 48 60 23 10 16 255 42.7%
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３．外来の受療動向

（１）流出入の状況

●医療機関の診療報酬の診療結果を利用して、外来患者の受療動向を分析した結果によると、特に松浦
市において、県外（佐賀県）への流出が多くなっています。

【表】外来患者の流出入動向（平成 28年度）（単位：算定件数）

患者の
住所地

医療機関の所在地

佐世保市 平戸市 松浦市 佐々町
県内の他
の医療圏

県外 合計

佐世保市 93.95% 0.53% 0.18% 1.95% 2.03% 1.37% 1,166,686

平戸市 18.68% 75.13% 2.30% 1.52% 1.01% 1.35% 167,359

松浦市 13.18% 5.60% 52.61% 0.99% 0.47% 27.15% 121,518

佐々町 52.71% 0.56% 0.46% 45.62% 0.51% 0.13% 55,122

合計 1,172,430 139,039 70,127 51,603 26,230 51,256 1,510,685
※出典：国のナショナルデータベース(NDB)の平成28年4月か 29年3月までの病院と一般診療所における初

診・再診、外来診療料の診療行為の算定件数

（２）病院と診療所の割合

●外来の受診施設を見ると、診療所は 208 施設となっており、病院を含めた外来施設数全体の
85.6%となっています。

●通院外来及び往診・在宅訪問診療（以下、「通院外来等」という。）の診療実績及び割合は、病
院が約 86 千人（割合 25.3%）、診療所が約 255 千人（割合 74.7%）となっています。

●時間外の病院の診療実績及び割合は、1,744 人（割合 41.3%）となっており、通院外来等にお
ける病院の割合である 25.3%より 16.0%高くなっています。これは、輪番病院などの二次・
三次医療機関での受診が増えるためと考えられます。

【表】病院と診療所の外来患者対応の状況

※出典：厚生労働省「平成29年医療施設調査」
NDBの平成29年4月から30年 3月までの診療分データ(12ヶ月)

※通院外来：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療科、小児科外来診療料、小児か
かりつけ診療科の診療行為の算定回数及び算定施設数

※往診：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の往診の算定回数及び算定施設数
※訪問診療：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の在宅患者訪問診療の診療行為の算定回数及び算定施設

数

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

１施設あ
たり患者
延べ数

病院 36 35 86,464 2,488 35 85,856 3 * 13 601 27 1,744 66
診療所 273 208 255,165 1,229 208 251,179 56 333 60 3,645 90 2,482 28

訪問診療③ 【参考】時間外医療
施設数

外来
施設数

外来
患者延数
①＋②＋

③

１施設あ
たり患者
延べ数

外来内訳

通院外来① 往診②
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【表】佐世保市急病診療所における診療実績（単位：人）
平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度

診療実績 14,800 15,182 16,100 14,992
患者延数(人/月) 1,233 1,265 1,342 1,249

※出典：佐世保市調べ

【グラフ】病院と診療所における外来患者延数の対応割合 【グラフ】病院と診療所における時間外の外来患者延数
の対応割合

※時間外の外来患者延数の対応割合における診療所については、佐世保市立急病診療所における対応件数を平成
29 年度の患者延数（1,342 人/月）とみなし、診療所の内数として参考表示

４．地域の外来医療体制の検討

（１）初期救急医療提供体制

郡市医
師会 参加医療機関

診
察
日

備考 休日夜間急
患センター 診察日 備考

佐世保
市

佐世保
市医師
会

10 施設
(10 診療所)

休
日

耳鼻科・眼科
それぞれ１施
設指定

佐世保市
立急病診
療所

月～土
20:00～23:00
休日
10:00～18:00
年末年始
10:00～18:00

・内科、小児科、
外科
・市内開業医や
長崎大学病院等
からの医師の派
遣で運営

平戸市 平戸市
医師会

6 施設
(4 病院,2 診療
所)

休
日

市内１施設指
定

松浦市 北松浦
医師会

11 施設
(3 病院,8 診療
所)

休
日

市内１施設指
定

佐々町 9 施設
(1 病院,8 診療
所)

休
日

町内１施設指
定

※出典：郡市医師会及び市町に対する調査（令和元年9 月時点）

25.3%

74.7%

27.0%

31.7%
41.3%

58.7%

病院

診療所

診療所

病院佐世保市立急
病診療所

佐世保市立急病診療
所以外の診療所
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（参考）二次救急医療提供体制
医療圏 病院群輪番制病院 救急医療協力病院・その他の医療機関
佐世保
県北

◎佐世保市総合医療センター
◎佐世保中央病院
◎佐世保共済病院
◎長崎労災病院
◎三川内病院
◎千住病院
◎俵町浜野病院
◎福田外科病院
◎京町内科病院
◎杏林病院
◎北松中央病院

◎柿添病院
◎平戸市民病院
◎青洲会病院
◎平戸市立生月病院

※表中「◎」印は救急告示医療機関（令和2 年4 月（見込））

●佐世保県北医療圏においては、市町ごとに郡市医師会を中心とした在宅当番医制度や、佐世保
市内においては同市が運営する「佐世保市立急病診療所」等によって提供されています。

●佐世保市立急病診療所は、市内開業医や長崎大学病院等から医師の協力を受け運営されて来ま
したが、開業医の高齢化に伴い協力医師が少なくなる中で、特に小児科医の確保が難しくなっ
ています。また、看護師など医師以外の人材の確保についても難しくなっており、今後の運営
において問題となっています。

●同診療所の受診患者には、コンビニ受診と思われるケースが見られます。診療所の適正な受診
について市民啓発に継続して取り組むとともに、小児救急電話相談センター（♯8000）の利用
促進など、広報・周知が必要です。

●平戸市、松浦市においては、開業医の高齢化や、診療所の廃止等による医療機関の減少により、
在宅当番医の維持が難しくなっています。今後、在宅当番医を維持・充実させるためには、新
規開業者への働きかけに加え、現在の医療機関の連携等についても検討が必要です。

●佐々町については、町内の医療機関の廃業に伴い、在宅当番医を担う既存医療機関への負担が
大きくなっています。

（２）在宅医療提供体制

●佐世保市においては、在宅医療を担う医療機関が少なく、在宅医の負担が大きくなっているこ
とから、今後見込まれる在宅医療の需要の増加に対応できなくなる可能性があります。在宅医
療を担う医師を急速に育成することは難しいことから、在宅医同士をつなぐ仕組みづくりなど
により、医師の負担軽減のための取り組みを始めています。

●平戸市においては、慢性的な医師不足や医師の高齢化により、在宅医療の実施が難しくなって
います。松浦市や佐々町についても、医療機関の減少や医師の高齢化等により、在宅医療を担
う医師の育成・確保は難しい状況です。

●在宅医療を担う医師をサポートし、負担を軽減するには、在宅医療を受けている患者の急変時
に対応するため、地域の病院が診療機能に応じ後方支援を行う仕組みづくりが必要です。
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（３）産業医、学校医、予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制

●佐世保市においては、医師会や開業医の協力を得て乳幼児健診を集団健診で実施していますが、
今後小児科医不足や医師の負担増により、事業の実施が難しくなることが想定されます。

●県北地域においては、地域における医師数が少ない中で、産業医の確保が難しくなっています。
また、小児科医の不足や医師の高齢化等により、学校医の確保が難しくなっており、複数校を
兼務するなど医師の負担が増えています。

（４）その他

●県北地域においては、医師の高齢化や医師不足などにより、小児科・産婦人科の医療提供体制
の確保が課題となっています。

５．充実が必要な外来医療

●佐世保県北医療圏における充実が必要な外来医療機能は次のとおりです。新規開業者に協力を
求める機能については、調整会議において引き続き協議を行います。

（１）初期救急医療提供体制への協力

（２）在宅医療の実施

（３）学校医、産業医、乳幼児の保健事業等、公衆衛生に対する協力
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１．医療圏の概要

●県央医療圏は県の中央部に位置する諫早市、大村
市及び佐世保市に隣接する東彼杵郡で構成され
ており、2025 年までに在宅医療の医療需要の急
激な増加が予想される医療圏です。

●交通利便性が高いため、急性期機能や重症心身障
害児施設等多くの医療機関が集中しており、隣接
する県南医療圏から患者の流入も見られます。

【グラフ】人口の推移（県央医療圏）

第４節 県央医療圏

諫早市 大村市

東彼杵町 川棚町
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２．医療資源の状況

（１）病院・診療所の施設数

●国の医療施設調査の結果によると、県央医療圏における病院数はほぼ横ばいで、一般診療所は無床診
療所は増加しているものの、有床診療所の減少等により、施設数は減少しています。

●一般診療所数を市町別に見ると、諫早市と波佐見町で施設数が減少しており、医療圏全体で見ると施
設の廃止又は休止が、開設又は再開の件数を上回る状況となっています。

【表】施設数及び開設等の状況（病院）

平成 26 年 平成 29 年 平成25 年10 月～平成 26 年 9 月 平成28 年10月～平成 29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

諫早市 20 21 0 0 0 0 ＊ 0 0 0
大村市 7 7 0 0 0 0 0 0 0 0

東彼杵町 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
川棚町 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

波佐見町 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 31 32 0 0 0 0 ＊ 0 0 0

【表】施設数及び開設等の状況（診療所）

平成 26 年 平成 29 年 平成25 年10 月～平成 26 年 9 月 平成28 年10月～平成 29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

諫早市 137 130 4 4 ＊ 0 ＊ ＊ ＊ ＊
大村市 84 87 4 4 ＊ ＊ ＊ ＊ 0 0

東彼杵町 7 7 0 0 0 0 0 0 0 0
川棚町 13 13 0 0 0 0 0 0 0 0

波佐見町 14 12 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 255 249 8 8 ＊ ＊ 4 8 ＊ ＊

※出典：厚生労働省「平成26 年・29 年医療施設調査」
※開設・廃止等施設数が1～3 施設の場合は、「＊」表示となります。

波佐見町 ※出典：「国勢調査」(2020 年以降は国立社会保障・
人口問題研究所による推計)
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【グラフ】施設数の推移

※出典：厚生労働省「医療施設調査」

（２）主たる診療科目別医師数、年齢構成  

●主たる診療科別の診療所医師数を見ると、内科が最も多く、次いで外科、小児科の順となっていま
す。

●診療所医師を性別で見ると、男性医師が 250 人（構成割合：89.0%）、女性医師が 31 人（構成割
合：11.0%）となっています。

●医師を年齢階層別に見ると、「65～69 歳」が 45 人と最も多く、次いで「55～59 歳」が 44 人とな
っています。高齢化率は 40.6%となっており、全国の高齢化率（31.8%）を大きく上回っています。

【表】主たる診療科別にみた診療所に従事する医師数（単位：人）
内
科

皮
膚
科

小
児
科

精
神
科

外
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

形
成
外
科

眼
科

耳
鼻
咽
喉
科

産
婦
人
科

放
射
線
科

そ
の
他

合
計

諫早市 70 9 10 4 19 3 1 11 2 9 7 8 1 4 158
大村市 34 6 11 1 9 2 2 6 1 6 5 5 0 1 89

東彼杵町 6 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 0 9
川棚町 4 1 1 0 1 0 0 2 0 0 1 1 0 0 11

波佐見町 5 0 1 0 3 0 0 2 0 1 1 0 0 1 14
合計 119 16 23 5 32 5 3 22 3 18 14 14 1 6 281

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」
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【表】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

【図】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

３．外来の受療動向

（１）流出入の状況

●医療機関の診療報酬の診療結果を利用して、患者の受療動向を分析した結果によると、川棚町、波佐
見町において他の医療圏への流出割合が高くなっています。

【表】外来患者の流出入動向（平成28 年度）（単位：算定件数）

患者の
住所地

医療機関の所在地

諫早市 大村市 東彼杵町 川棚町
波 佐 見
町

県内の他
の医療圏

県外 合計

諫早市 88.46% 3.59% 0.03% 0.02% 0.00% 7.50% 0.39% 646,399

大村市 4.15% 93.33% 0.44% 0.09% 0.02% 1.61% 0.36% 392,164

東彼杵町 0.64% 27.38% 50.03% 12.21% 0.63% 1.91% 7.20% 45,748

川棚町 0.30% 4.10% 5.70% 65.56% 5.95% 17.04% 1.36% 72,053

波佐見町 0.15% 1.19% 2.07% 8.10% 64.50% 10.40% 13.58% 69,544

総計 588,697 405,513 30,340 58,980 49,522 75,208 17,648 1,225,908
※出典：国のナショナルデータベース(NDB)の平成28年4月か 29年3月までの病院と一般診療所における初

診・再診、外来診療料の診療行為の算定件数

24
歳以
下

25-
29

30-
34

35-
39

40-
44

45-
49

50-
54

55-
59

60-
64

65-
69

70-
74

75-
79

80
歳以
上

合計 高齢
化率

男性 0 0 0 1 9 26 26 39 41 41 23 18 26 250 43.2%

女性 0 1 0 3 4 6 5 5 1 4 1 0 1 31 19.4%

合計 0 1 0 4 13 32 31 44 42 45 24 18 27 281 40.6%

1
9

26
26

39
41
41

23
18

26

1

3
4

6
5
5

1
4

1

1

50 40 30 20 10 0 10

24歳以下
25-29
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35-39
40-44
45-49
50-54
55-59
60-64
65-69
70-74
75-79

80歳以上

男性 女性
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42.4%

40.7%

16.9%

57.6%

（２）病院と診療所の割合

●外来の受診施設を見ると、診療所は 203 施設となっており、病院を含めた外来施設数全体の
86.4%となっています。

●通院外来及び往診・在宅訪問診療（以下、「通院外来等」という。）の診療実績及び割合は、病
院が約 68 千人（割合 22.1%）、診療所が約 240 千人（割合 77.9%）となっています。

●時間外の病院の診療実績及び割合は、1,748 人（割合 42.4%）となっており、通院外来等にお
ける病院の割合である 22.1%より 20.3%高くなっています。これは、輪番病院などの二次・
三次医療機関での受診が増えるためと考えられます。

【表】病院と診療所の外来患者割合の状況

※出典：厚生労働省「平成29年医療施設調査」
NDBの平成29年4月から30年 3月までの診療分データ(12ヶ月)

※通院外来：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療科、小児科外来診療料、
小児かかりつけ診療科の診療行為の算定回数及び算定施設数

※往診：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の往診の算定回数及び算定施設数
※訪問診療：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の在宅患者訪問診療の診療行為の算定回数及び算

定施設数
【表】夜間休日急患センターにおける診療実績（単位：人）

平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度
諫早市こども準夜

診療センター
診療実績 3,927 3,894 4,105 3,692

患者延数(人/月) 327 324 342 308
大村市夜間初期
診療センター

診療実績 4,127 4,255 4,265 3,929
患者延数(人/月) 344 355 355 327

※出典：諫早市、大村市調べ
【グラフ】病院と診療所における外来患者延数の対応割合 【グラフ】病院と診療所における時間外の外来患者延数

の対応割合

※時間外の外来患者延数の対応割合における診療所については、諫早市こども準夜診療センター及び大村市夜間初
期診療センターにおける対応件数を平成29 年度の患者延数（697 人/月）とみなし、診療所の内数として参考表
示

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

１施設あ
たり患者
延べ数

病院 32 32 67,889 2,155 32 67,779 6 51 7 59 20 1,748 89
診療所 249 203 239,731 1,181 203 237,318 70 448 72 1,954 119 2,375 20

医療
施設数

外来
施設数

外来
患者延数
①＋②＋

③

１施設あ
たり患者
延べ数

外来内訳

通院外来① 往診② 訪問診療③ 【参考】時間外

22.1%

77.9%

病院

診療所
診療所

病院

急患センター

急患センター以外
の診療所
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４．地域の外来医療体制の検討

（１）初期救急医療提供体制

市町
在宅当番医 夜間急患センター

郡市医
師会

参加医療機
関

診
察
日

備考 夜間急患セ
ンター 診察日 備考

諫早市 諫 早 医
師会

103 施設
(6 病院,97
診療所）

休
日

6 グループ（外
科②、内科②、
小児科、高来・
小長井地区）か
らそれぞれ１
施設指定

諫 早 市 こ
ど も 準 夜
診 療 セ ン
ター

毎日
20:00～23:00

・小児科
・市内小児科開
業医、病院から
の医師の派遣
により運営

大村市 大 村 市
医師会

69 施設(2
病院,67 診
療所)

休
日

2 グループ（内
科系、外科系）
からそれぞれ1
施設指定

大 村 市 夜
間 初 期 診
療 セ ン タ
ー

毎日
19:00～22:00

・内科、小児科
・市内開業医、
病院からの医
師の派遣によ
り運営

東彼杵町 東 彼 杵
郡 医 師
会

24 施設(3
病院,21 診
療所)

休
日

1 施設指定

川棚町

波佐見町

※出典：郡市医師会及び市町に対する調査（令和元年9 月時点）

（参考）二次救急医療提供体制
医療圏 病院群輪番制病院 救急医療協力病院・その他の医療機関
県央 ◎諫早総合病院

◎宮崎病院
◎西諫早病院
◎長崎原爆諫早病院
◎市立大村市民病院
◎長崎川棚医療センター
◎長崎医療センター

◎貞松病院
◎諫早記念病院
◎佐藤病院

※表中「◎」印は救急告示医療機関（令和元年９月時点）

●県央医療圏における初期救急医療は、郡市医師会を中心とした在宅当番医制度や、諫早市の「諫
早市こども準夜診療センター」、大村市の「大村市夜間初期診療センター」等によって提供され
ています。

●諫早市内の準夜間の救急として、諫早市こども準夜診療センターが設置されています。センタ
ーの医師については、小児科開業医や病院からの勤務医の派遣により確保されていますが、今
後開業医の高齢化が進むことで、医師の確保が難しくなることが予想されます。

●大村市内の準夜間の救急として、大村市夜間初期診療センターが設置されています。内科系の
受診者の中には、いわゆるコンビニ受診と思われる患者も多いことから、症状に応じた適切な
受診を住民に働きかけることが必要です。なお、小児科については、小児科医のみに負担が偏
らないよう、内科・外科など他科の医師も含めた協力体制を取っていますが、深夜帯の小児科
診療が長崎医療センターに集中する問題も指摘されています。
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●医療施設の少ない東彼杵郡の３町では、病院が初期救急を補完しているほか、診療科にかかわ
らず在宅当番医を１ヶ所指定していますが、医師の高齢化により在宅当番医制の維持が困難と
なっています。

●いずれの市町においても開業医の高齢化が進んでおり、協力医療機関や患者数の動向を踏まえ
ながら、今後診療科・診察時間など見直しが必要となる可能性があります。

●大村市内の医療機関において、病院の外来を受診する長期処方を受けているなど治療の安定し
た外来患者について、地域の診療所へ逆紹介を行なうなど、病院と診療所の外来機能の分化に
向けた取組みについて検討を行っています。

（２）在宅医療提供体制

●県央医療圏における在宅療養支援診療所数は、県の平均より高い水準にありますが、今後在宅
医療等の医療需要が大幅に増えると推計されています。そのため、在宅医療提供体制のさらな
る充実が必要ですが、東彼杵郡においては新規の開業は見込めない状況です。

●諫早市や大村市においては、地元医師会を中心に在宅医療体制の構築に取り組んでおり、在宅
医療を担う医師は一定確保されていますが、今後、医療需要が増加することが見込まれます。
在宅訪問医への研修会や勉強会を通じたグループ化・組織化などの取り組みを進め、在宅医療
体制の充実を図ることが必要です。

●大村市においては、一部の医師に在宅患者が偏っており、ドクターネット（在宅医を決定する
大村市のシステム）の積極的な利用によって、より多くの医師が在宅医療を担うことで医師の
負担軽減を図ることが望まれます。また、在宅患者の急変時等の支援を行う「在宅医療サポー
トセンター」については、登録患者に余裕があることから、今後積極的な利用が望まれます。

●東彼杵郡においては、医療や介護の資源が限られていること、また、医師の高齢化や後継者不
足等の課題があるため、大村市、佐世保市、佐賀県嬉野市など、隣接する地域と連携した取り
組みが必要です。

●在宅医療を行う診療所は無床診療所が多く、急変時に受け入れを行うなど後方支援体制の構築
が必要となっています。特に、東彼杵郡では長崎川棚医療センターや隣接する佐賀県内の医療
機関の役割が大きくなっています。

●東彼杵郡では、地元医師会と協力して長崎川棚医療センター内に「在宅医療介護連携支援セン
ター」を設立し、医療・介護関係者の相談窓口として運用しており、今後積極的な利用が望ま
れます。

●医療資源が限られる地域では、在宅医療を担う診療所を増やすことは難しいことが予想される
ことから、多職種によるサポート体制の充実等によって主治医の負担軽減を図り、地域全体で
支えていく仕組みを検討することが必要です。
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（３）産業医、学校医、予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制

●東彼杵郡においては、医師不足により、学校医の兼務が増えています。また、耳鼻科や眼科な
どの診療科の医師も少ないことから、内科系の学校医が複数の診療科を受け持つケースもあり、
医師の負担が大きくなっています。

●産業医の確保は図られているものの、資格の取得や業務の負担感からなり手が少ない状況です。
現在産業医として活動している医師も高齢化しており、今後、産業医の確保が難しくなること
が予想されます。

●東彼杵郡における小児科医の不足により、小児の予防接種や乳幼児健診の実施体制の確保が難
しくなっています。

（４）その他

●諫早地区では産婦人科の新規開業が望まれます。

５．充実が必要な外来医療

●県央医療圏における充実が必要な外来医療機能として、新規開業者に対して協力を求める事項
は次のとおりです。

（１）初期救急医療提供体制への協力

（２）在宅医療の実施

（３）学校医、産業医、乳幼児の保健事業等、公衆衛生に対する協力
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１．医療圏の概要

●県南医療圏は県の南部、島原半島に位置する島原
市、雲仙市、南島原市で構成されており、雲仙岳
を中心に有明海、橘湾に面して人口が集積してい
ます。

●各市に一定の急性期機能を担う病院があります
が、県央医療圏に隣接する地域を中心に、患者の
流出が多くなっています。

【グラフ】人口の推移（県南医療圏）

第５節 県南医療圏

島原市 雲仙市

南島原市 ※出典：「国勢調査」(2020 年以降は国立社会保障・
人口問題研究所による推計)
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２．医療資源の状況
（１）病院・診療所の施設数

●国の医療施設調査の結果によると、県南医療圏における病院数は横ばいで、一般診療所については、
有床診療所からの転換等により無床診療所は増加しているものの、全体として減少しています。

●一般診療所数を市町別に見ると、雲仙市では増えているものの、島原市と南島原市において施設数は
減少しており、県南医療圏全体でも施設の廃止又は休止が、開設又は再開の件数を上回る状況となっ
ています。

【表】施設数及び開設等の状況（病院）

平成 26 年 平成 29 年
平成25 年10 月～平成 26 年 9 月 平成28 年10月～平成 29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

島原市 9 9 0 0 0 0 ＊ ＊ 0 0
雲仙市 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0

南島原市 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 17 17 0 0 0 0 ＊ ＊ 0 0

【表】施設数及び開設等の状況（診療所）

平成 26 年 平成 29 年 平成25 年10 月～平成 26 年 9 月 平成28 年10月～平成 29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

島原市 42 39 ＊ 0 0 0 ＊ ＊ 0 0
雲仙市 33 34 ＊ ＊ 0 0 0 0 0 0

南島原市 34 32 ＊ 0 0 0 0 0 0 0
合計 109 105 4 ＊ 0 0 ＊ ＊ 0 0

※出典：厚生労働省「平成26 年・29 年医療施設調査」
※開設・廃止等施設数が1～3 施設の場合は、「＊」表示となります。

【グラフ】施設数の推移

※出典：厚生労働省「医療施設調査」
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（３）主たる診療科目別医師数、年齢構成

●主たる診療科別の診療所医師数を見ると、内科が最も多く、次いで外科、整形外科の順となっていま
す。

●診療所医師を性別で見ると、男性医師が 87 人（構成割合：85.3%）、女性医師が 15 人（構成割合：
14.7%）となっています。

●医師を年齢階層別に見ると、「65～69 歳」が 17 人と最も多くなっています。高齢化率は 42.2%と
なっており、全国の高齢化率（31.8%）を大きく上回っています。

【表】主たる診療科別にみた診療所に従事する医師数（単位：人）
内
科

皮
膚
科

小
児
科

精
神
科

外
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

形
成
外
科

眼
科

耳
鼻
咽
喉
科

産
婦
人
科

放
射
線
科

そ
の
他

合
計

島原市 16 3 3 2 3 2 0 4 0 3 2 5 0 0 43
雲仙市 17 1 1 0 4 2 0 2 0 4 1 2 0 0 34
南島原市 14 0 1 0 4 1 0 3 0 1 0 1 0 0 25

合計 47 4 5 2 11 5 0 9 0 8 3 8 0 0 102
※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」
【表】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

【図】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」
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３．外来の受療動向

（１）流出入の状況

●医療機関の診療報酬の診療結果を利用して、患者の受療動向を分析した結果によると、特に雲仙市に
おいて、県央医療圏への流出が高くなっています。

【表】外来患者の流出入動向（平成 28 年度）（単位：算定件数）

患者の
住所地

医療機関の所在地

島原市 雲仙市 南島原市
県内の他の

医療圏
県外 合計

島原市 87.52% 3.07% 1.23% 6.33% 0.85% 266,224

雲仙市 9.18% 66.04% 1.35% 23.05% 0.39% 262,342

南島原市 22.73% 8.61% 59.69% 8.18% 0.80% 314,646

合計 328,581 208,500 197,295 103,044 5,792 843,212
※出典：国のナショナルデータベース(NDB)の平成28年4月か 29年3月までの病院と一般診療所における初

診・再診、外来診療料の診療行為の算定件数

（２）病院と診療所の割合

●外来の受診施設を見ると、診療所は 76 施設となっており、病院を含めた外来施設数全体の
81.7%となっています。

●通院外来及び往診・在宅訪問診療（以下、「通院外来等」という。）の診療実績及び割合は、病
院が約 41 千人（割合 29.3%）、診療所が約 100 千人（割合 70.7%）となっています。

●時間外の病院の診療実績及び割合は、1,105 人（割合 49.3%）となっており、通院外来等にお
ける病院の割合である 29.3%より 20.0%高くなっています。これは、輪番病院などの二次・
三次医療機関での受診が増加するためと考えられます。

【表】病院と診療所の外来患者割合の状況

※出典：厚生労働省「平成29年医療施設調査」
NDBの平成29年4月から30年 3月までの診療分データ(12ヶ月)

※通院外来：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療科、小児科外来診療料、小児か

かりつけ診療科の診療行為の算定回数及び算定施設数

※往診：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の往診の算定回数及び算定施設数

※訪問診療：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の在宅患者訪問診療の診療行為の算定回数及び算定施設

数

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

１施設あ
たり患者
延べ数

病院 17 17 41,332 2,431 17 41,219 4 17 9 95 14 1,105 77
診療所 105 76 99,936 1,316 76 98,911 32 171 26 849 55 1,137 21

外来内訳

通院外来① 往診② 訪問診療③ 【参考】時間外医療
施設数

外来
施設数

外来
患者延数
①＋②＋

③

１施設あ
たり患者
延べ数
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【表】小児の日曜診療所における診療実績（単位：人）
平成27 年度 平成28 年度 平成29 年度 平成30 年度

診療実績 2,211 2,418 2,404 1,843
患者延数(人/月) 184 201 200 154

※出典：島原市調べ
【グラフ】病院と診療所における外来患者延数の対応割合 【グラフ】病院と診療所における時間外の外来患者延数

の対応割合

※時間外の外来患者延数の対応割合における診療所については、小児の日曜診療所における対応件数を平成 29 年
度の患者延数（200 人/月）とみなし、診療所の内数として参考表示

４．地域の外来医療体制の検討

（１）初期救急医療提供体制

市町
在宅当番医 休日夜間急患センター

在宅当
番医

参加医療
機関

診 察
日 備考 休日夜間急

患センター 診察日 備考

島原市 島原市
医師会

26 施設
（ 6 病
院、20 診
療所）

休日 3 グループ（内科、
小児科、外科）に
わけ、それぞれ１
施設指定

小児の日
曜診療所

土 18:00～
日17:00

・小児科
・地元３市と医師会
主体で運営
・長崎大学や長崎医
療センターからの医
師の派遣により運営

雲仙市 南高医
師会

30 施設
（ 4 病
院、26 診
療所）

休日 地区別に２グルー
プに分け、それぞ
れ１施設指定

南島原
市

26 施設
（ 4 病
院、22 診
療所）

休日 地区別に２グルー
プに分け、それぞ
れ１施設指定

※出典：郡市医師会及び市町に対する調査（令和元年9 月時点）

29.3%

70.7%

49.3%

41.8%

8.9%

50.7%

病院

診療所

診療所

病院

小児の日曜診療所

小児の日曜診療所
以外の診療所
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（参考）二次救急医療提供体制
医療圏 病院群輪番制病院 救急医療協力病院・その他の医療機関
県南 ◎長崎県島原病院

◎愛野記念病院
哲翁病院

◎柴田長庚堂病院
◎泉川病院
◎公立新小浜病院

※表中「◎」印は救急告示医療機関（令和元年９月時点）

●県南医療圏においては、郡市医師会を中心とした在宅当番医制度や、地元３市と医師会が主体
となって運営する「小児の日曜診療所」等によって提供されています。

●「小児の日曜診療所」の医師については、長崎大学や長崎医療センターからの派遣により確保
されていますが、引き続きこれらの体制を維持することが必要です。

●小児の休日・時間外診療については、引き続き地元医師会や小児科を標榜している医療機関へ
の働きかけ等により、安定した診療体制を構築することが必要です。

●開業医の高齢化に伴い、在宅当番医制への参加医療機関の減少が見込まれます。特に、小児科
や外科の診療科において、医師の確保が難しくなっており、今後は、参加医療機関や、患者の
動向等を踏まえて、体制の見直しについても検討が必要となる可能性があります。

（２）在宅医療体制

●地元医師会によって、「島原市在宅医療・介護相談センター」「雲仙市在宅医療介護連携サポー
トセンター」「南島原市在宅医療・介護連携サポートセンター」が運営されており、多職種連携
のための研修会等を実施しています。

●南高医師会では、医療機関と施設を対象に「在宅医療体制に関するアンケート調査」を実施す
るなど、在宅医療体制における課題の共有、解決策の検討を行っています。

●在宅医療を担う医師の高齢化や、診療所における後継者不在などにより、在宅医療に取り組む
医師の確保が困難になることが予想されます。

●圏域においては、交通アクセスの問題や在宅訪問医の偏在等の課題があります。在宅訪問医の
負担軽減を図るには、在宅療養支援病院、在宅療養後方支援病院等と連携した体制を構築する
必要があります。

●時間外（夜間・休日）等に対応できる往診医が少ない状況です。

（３）産業医、学校医、予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制

●学校医については、勤務中の医師の後任探しが難しくなっています。特に外科系の医師が不足
しており、複数校を兼務するなど医師の負担が重くなっています。

●乳幼児健診については、小児科医の減少により小児科医のみによる実施が難しくなったことか
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ら、小児科医師や市職員による研修会を実施した上で、小児科を専門としない医師にも健診事
業に参画する体制を取っています。

５．充実が必要な外来医療

●県南医療圏における充実が必要な外来医療機能として、新規開業者に対して協力を求める事項
は次のとおりです。

（１）初期救急医療提供体制への協力

（２）在宅医療の実施

（３）学校医、産業医、乳幼児の保健事業等、公衆衛生に対する協力



3‒6‒1

１．医療圏の概要

●五島医療圏は五島市の１市で構成されており、離島
の４つの医療圏の中で人口が最も多い医療圏です。
公的医療機関を中心に一定の急性期機能は確保さ
れていますが、二次離島が複数あり、医療提供体制
の確保が課題となっています。

【グラフ】人口の推移（五島医療圏）

２．医療資源の状況

（１）病院・診療所の施設数

●国の医療施設調査の結果によると、五島医療圏における病院数は横ばいとなっていますが、一般診療
所については、後継医師不足や看護師等の医療従事者の不足、医療圏内の人口減による経営環境の悪
化等の理由により有床診療所の無床化が進んでおり、施設数も徐々に減少しています。

【表】施設数及び開設等の状況（病院）

平成 26 年 平成 29 年 平成25 年10 月～平成 26 年 9 月 平成28 年10月～平成 29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

五島市 4 4 0 ＊ 0 0 0 0 0 0
合計 4 4 0 ＊ 0 0 0 0 0 0

【表】施設数及び開設等の状況（診療所）

平成 26 年 平成 29 年
平成25 年10 月～平成 26 年 9 月 平成28 年10月～平成 29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

五島市 42 41 ＊ ＊ 0 0 0 0 0 0
合計 42 41 ＊ ＊ 0 0 0 0 0 0

※出典：厚生労働省「平成26 年・29 年医療施設調査」
※開設・廃止等施設数が1～3 施設の場合は、「＊」表示となります。
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第６節 五島医療圏

※出典：「国勢調査」(2020 年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計)
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【グラフ】施設数の推移

※出典：厚生労働省「医療施設調査」

（２）主たる診療科目別医師数、年齢構成

●主たる診療科別の診療所医師数を見ると、内科が 18 人と最も多く、全体の 66.7%となっています。

●診療所医師を性別で見ると、男性医師が 24 人（構成割合：88.9%）、女性医師が 3 人（構成割合：
11.1%）となっています。

●医師を年齢階層別に見ると、「55～59 歳」が 8 人と最も多く、次いで「60～64 歳」「65～69 歳」
がそれぞれ 6 人となっています。

【表】主たる診療科別にみた診療所に従事する医師数（単位：人）
内
科

皮
膚
科

小
児
科

精
神
科

外
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

形
成
外
科

眼
科

耳
鼻
咽
喉
科

産
婦
人
科

放
射
線
科

そ
の
他

合
計

五島市 18 1 1 0 1 0 1 2 0 1 1 1 0 0 27
合計 18 1 1 0 1 0 1 2 0 1 1 1 0 0 27

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

【表】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」
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【図】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

３．外来の受療動向

（１）流出入の状況

●医療機関の診療報酬の診療結果を利用して、患者の受療動向を分析した結果によると、一部が長崎医
療圏などへの患者の流出がみられますが、９割を超える患者が島内で受療しています。

【表】外来患者の流出入動向（平成 28 年度）（単位：算定件数）

患者の
住所地

医療機関の所在地

五島市 県内の他の医療圏 県外 合計

五島市 94.89% 4.35% 0.76% 208,248
合計 197,601 9,054 1,593 208,248

※出典：国のナショナルデータベース(NDB)の平成28年4月か 29年3月までの病院と一般診療所における初
診・再診、外来診療料の診療行為の算定件数

（２）病院と診療所の割合

●地域の基幹病院である「長崎県五島中央病院」（以下「五島中央病院」という。）を中心に診療
機能の充実が図られており、病院における外来受療率が高くなっています。そのため、診療所
の外来受療割合を、五島医療圏（58.7%）と県全体（75.3%）で比較すると五島医療圏の方が
16.6%低くなっています。

●時間外の外来患者延数を見ると、診療所での外来受療割合はさらに低くなり、病院が 68.9%、
診療所が 31.1%となっています。
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【表】病院と診療所の外来患者対応の状況

※出典：厚生労働省「平成29年医療施設調査」
NDBの平成29年4月から30年 3月までの診療分データ(12ヶ月)

※通院外来：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療科、小児科外来診療料、小児か
かりつけ診療科の診療行為の算定回数及び算定施設数

※往診：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の往診の算定回数及び算定施設数
※訪問診療：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の在宅患者訪問診療の診療行為の算定回数及び算定施設

数

【グラフ】病院と診療所における外来患者延数の対応割合 【グラフ】病院と診療所における時間外の外来患者延数
の対応割合

４．地域の外来医療体制の検討

●地域の基幹的な病院である五島中央病院と他の病院・診療所が連携しながら、地域医療提供体
制を構築しています。

●近隣に他の医療機関がないなどの条件を満たす「へき地診療所」は、五島市内に 13 施設あり、
そのうち医師が１名以上常駐している診療所が 5 施設、医師が常駐していない出張診療所が 8
施設となっています。

●常勤医師がいないへき地診療所については、他の診療所医師の兼務や、他の医療機関からの医
師の派遣等によって維持されています。
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（１）初期救急医療提供体制

市町
初期救急 【参考】二次救急

在宅当
番医 参加医療機関 診察

日 備考 病院群輪番制病院 救急医療協力病院・そ
の他の医療機関

五島市 五島医
師会

9 施設（2 病
院,7 診療所）

休日 市内１施設を指
定

◎長崎県五島中央病
院

◎長崎県奈留医療セン
ター

◎長崎県富江病院
※表中「◎」印は救急告示医療機関(令和元年９月時点)

●五島医療圏における初期救急医療は、五島医師会を中心とした在宅当番医制度や、二次救急病
院によって提供されています。

●在宅当番医制については、開業医の高齢化や、後継医師の不在による診療所の減少によって、
今後の運営に支障が生じる可能性があります。

●平日の夜間や土曜日の昼 12 時以降は、二次救急病院を中心に患者の受入を行っています。

（２）在宅医療提供体制

●医療圏全域において高齢者夫婦のみ世帯、一人暮らし世帯が急増しており、自宅での介護力の
低下が課題となっています。

●開業医の高齢化も進んでおり、また、後継医師の確保も難しい状況にあることから、今後在宅
医療を担う医師が減っていくことが予想されます。

●圏域での医師や看護師について慢性的に不足しており、特に、周辺部や二次離島での確保が窮
めて困難となっています。

●現在、在宅療養支援病院は１施設、在宅療養支援診療所は２施設ありますが、二次離島を多く
抱え、交通機関等不便な環境の中で対応しており十分な体制とはいえません。医師の負担軽減
を図る観点からも、地域の医療機関が連携し、体制の充実を図る必要があります。

（３）産業医、学校医、予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制

●学校区単位で見ると、医療機関が存在しない地区も多く、学校医の確保が課題となっています。

５．充実が必要な外来医療

●五島医療圏における充実が必要な外来医療機能として、新規開業者に対して求める事項は次の
とおりです。

（１）在宅医療の実施

（２）初期救急医療提供体制への協力

（３）学校医、産業医、乳幼児の保健事業等、公衆衛生に対する協力
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１．医療圏の概要

●上五島医療圏は小値賀町と新上五島町で構成され
ており、県内で最も高齢化が進んだ医療圏です。公
立医療機関を中心に一定の急性期機能は確保され
ていますが、小値賀町は佐世保県北区域へ、新上五
島町は長崎区域への患者の流出が多く見られます。

●小値賀町エリアと新上五島町エリアで島が分かれ
ており、移動手段も少ないため、医療機関の配置は
それぞれ検討する必要があります。

【グラフ】人口の推移（上五島医療圏）

２．医療資源の状況

（１）病院・診療所の施設数

●国の医療施設調査の結果によると、病院及び一般診療所の施設数はほぼ横ばいとなっています。

【表】施設数及び開設等の状況（病院）

平成 26 年 平成 29 年 平成25 年10 月～平成 26 年 9 月 平成28 年10月～平成 29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

小値賀町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
新上五島町 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

※出典：厚生労働省「平成26 年・29 年医療施設調査」

第７節 上五島医療圏

新上五島町 小値賀町

※出典：「国勢調査」(2020 年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計)
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【表】施設数及び開設等の状況（診療所）

平成 26 年 平成 29 年 平成25 年10 月～平成 26 年 9 月 平成28 年10月～平成 29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

小値賀町 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
新上五島町 21 20 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 23 22 0 0 0 0 0 0 0 0
※出典：厚生労働省「平成26 年・29 年医療施設調査」

【グラフ】施設数の推移

※出典：医療施設調査

（３）主たる診療科目別医師数、年齢構成

●主たる診療科別の診療所医師数を見ると、内科が 7 人と最も多くなっています。医師不在の診療科
が多いことから、他の医療圏への患者の流出が多くなっています。

●診療所医師を性別で見ると、男性医師が 8 人（構成割合：88.9%）、女性医師が 1 人（構成割合：
11.1%）となっています。

●医師を年齢階層別に見ると、「40～44 歳」が 3 人と最も多くなっています。

【表】主たる診療科別にみた診療所に従事する医師数（単位：人）
内
科

皮
膚
科

小
児
科

精
神
科

外
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

形
成
外
科

眼
科

耳
鼻
咽
喉
科

産
婦
人
科

放
射
線
科

そ
の
他

合
計

小値賀町 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
新上五島町 5 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 7

合計 7 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 9
※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」
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【表】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

【図】診療所に従事する医師性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

３．外来の受療動向

（１）流出入の状況

●医療機関の診療報酬の診療結果を利用して、患者の受療動向を分析した結果によると、小値賀町にお
いて 7 割程度が、新上五島町において 9 割程度がそれぞれの島内の医療機関を受診しており、その
ほかは長崎医療圏や佐世保県北医療圏など経済交流や専門医療機関が多い圏域へ流出している状況
です。

●小値賀町と新上五島町の間での外来医療の流出入はほとんどありません。

【表】外来患者の流出入動向（平成 28 年度）（単位：算定件数）

患者の
住所地

医療機関の所在地

小値賀町 新上五島町 県内の他の
医療圏 県外 合計

小値賀町 66.86% 0.00% 29.87% 3.27% 13,355
新上五島町 0.00% 87.78% 11.63% 0.59% 93,974

合計 8,929 82,489 14,917 994 107,329
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合計 高齢
化率

男性 0 0 0 0 2 0 1 1 2 2 0 0 0 8 25.0%
女性 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 -
合計 0 0 0 0 3 0 1 1 2 2 0 0 0 9 22.2%
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1
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2
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3 2 2 1 1 0 1 1 2

24歳以下
25-29
30-34
35-39
40-44
45-49
50-54
55-59
60-64
65-69
70-74
75-79

80歳以上

男性 女性



3-7-4

※出典：国のナショナルデータベース(NDB)の平成28年4月か 29年3月までの病院と一般診療所における初
診・再診、外来診療料の診療行為の算定件数

（２）病院と診療所の割合

●新上五島町では、企業団病院である「長崎県上五島病院」（以下、「上五島病院」という。）を中
心に診療機能の充実を図っており、病院の外来受療率が高くなっています。上五島医療圏の診
療所における外来患者延数は約 8 千人（割合 46.3%）となっており、県全体の診療所割合
（75.3%）を大幅に下回っています。

●時間外の対応は、小値賀町では小値賀国民健康保険診療所、新上五島町では上五島病院が担っ
ています。

【表】病院と診療所の外来患者対応の状況

※出典：厚生労働省「平成29年医療施設調査」
NDBの平成29年4月から30年 3月までの診療分データ(12ヶ月)

※通院外来：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療科、小児科外来診療料、小児か
かりつけ診療科の診療行為の算定回数及び算定施設数

※往診：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の往診の算定回数及び算定施設数
※訪問診療：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の在宅患者訪問診療の診療行為の算定回数及び算定施設

数
【グラフ】病院と診療所における外来患者延数の対応割合 【グラフ】病院と診療所における時間外の外来患者延数

の対応割合

４．地域の外来医療体制の検討

●企業団病院である上五島病院が、急性期から慢性期まで幅広い医療を担っています。

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

１施設あ
たり患者
延べ数

病院 1 1 9,015 9,015 1 9,000 * * * 13 * 276 *
診療所 22 15 7,771 515 15 7,743 * * * 20 * 53 *

訪問診療③ 【参考】時間外医療
施設数

外来
施設数

外来
患者延数
①＋②＋

③

１施設あ
たり患者
延べ数

外来内訳

通院外来① 往診②

病院

83.9%

診療所

16.1%

病院

53.7%

診療所

46.3%
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●小値賀町には町内唯一の医療機関として、「小値賀町国民健康保険診療所」（へき地診療所）が
あります。内科以外の標榜診療科については常勤の専門医が島内にいないため、多くの町民が
島外の医療機関に通院又は入院しています。

●新上五島町における「へき地診療所」は、現在 11 施設であり、そのうち医師が１名以上常駐し
ている診療所が3 施設、医師が常駐していない出張診療所が8 施設となっています。

●本県で最も人口減少率が高い医療圏であり、将来は医療や介護を担う人材が不足し、民間の診
療所や薬局、介護保険施設等の事業継続が困難となる可能性があり、すでに一般の診療所では
民間の診療所がない状況です。このため、現在の体制をいかに守れるかが重要となります。

●圏域内は小値賀町エリアと新上五島町エリアで島が分かれており、それぞれのエリアで医療機
関の配置を検討する必要があります。

（１）初期救急医療提供体制

【表】初期救急・二次医療提供体制

市町
初期救急 【参考】二次救急

在宅当
番医 診察日 休日夜間急

患センター 診察日 病院群輪番制病院 救急医療協力病院・そ
の他の医療機関

小 値 賀 町 ◎長崎県上五島病院 ◎小値賀町国民健康保
険診療所新上五島町

※表中「◎」印は救急告示医療機関（令和 2 年 1 月末時点）

●新上五島町については、企業団病院の上五島病院の１施設で、時間外を含む入院・外来の医療
提供体制を構築しています。

●小値賀町における平日の時間外は、小値賀町国民健康保険診療所において、夜間看護師からの
オンコール体制によって対応しています。常勤医師は１名であることから、現在、応援診療や
代診で対応していますが、医師の確保が課題となっています。

（２）在宅医療提供体制

●県内で最も高齢化が進んだ医療圏であり、自宅での在宅医療が重要となっていますが、独居高
齢者や高齢者のみの世帯が多く、自宅での介護が難しいことから、介護施設の必要性が大きく
なっています。在宅医療の充実のほか、施設での看取りなど、医療や介護等、様々な職種間の
連携体制を確立する必要があります。

●人口減少率も高く、将来は医療や介護を担う人材が不足し、診療所や薬局、介護保険施設等の
事業継続が困難となる可能性があります。そのため、医療圏で完結させるべき医療機能を選別
し、地域全体で医療体制の維持を図る必要があります。

（３）産業医、学校医、予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制

●学校医や予防接種、乳幼児健診など、医療機関の協力により確保が図られており、今後も現在
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の体制を維持する必要があります。

５．充実が必要な外来医療

●上五島医療圏における充実が必要な外来医療機能は次のとおりです。

（１）在宅医療の実施

（２）学校医、産業医、乳幼児の保健事業等、公衆衛生に対する協力
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１．医療圏の概要

●壱岐医療圏は、壱岐市の単独医療圏域です。九州本
土と対馬の中間に浮かぶ東西 15km 南北 17km 面
積 139k ㎡の離島で、島内の移動は車で 30 分以内、
福岡市へはジェットフォイルで最短 65 分の距離に
位置します。

●民間医療機関が多く、すべての医療機関へ圏域内の
どこからも通院可能ですが、福岡県等への患者流出
が多い医療圏となっています。

【グラフ】人口の推移（壱岐医療圏）

２．医療資源の状況

（１）病院・診療所の施設数

●国の医療施設調査の結果によると、平成 26 年から壱岐医療圏における病院数は 1 減少となってお
り、一般診療所数については無床診療所の 2 増加、有床診療所の 1 減少となっています。なお、5 病
院のうち 4 病院が民間施設です。

【表】施設数及び開設等の状況（病院）

平成 26 年 平成 29 年 平成25 年10 月～平成26 年 9 月 平成28 年10月～平成29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

壱岐市 6 5 0 ＊ 0 0 0 0 0 0
合計 6 5 0 ＊ 0 0 0 0 0 0

第8節 壱岐医療圏

3.7 3.3 3.0 2.6 2.3 2.0

13.8 12.0 10.5 9.3 8.4 7.3
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※出典：「国勢調査」(2020 年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計)
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【表】施設数及び開設等の状況（診療所）

平成 26 年 平成 29 年
平成25 年10 月～平成26 年 9 月 平成28 年10月～平成29年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

壱岐市 17 18 ＊ 0 0 0 0 0 0 0
合計 17 18 ＊ 0 0 0 0 0 0 0

※出典：厚生労働省「平成26 年・29 年医療施設調査」
※開設・廃止等施設数が1～3 施設の場合は、「＊」表示となります。

【グラフ】施設数の推移

※出典：厚生労働省「医療施設調査」

（２）主たる診療科目別医師数、年齢構成

●主たる診療科別の診療所医師数を見ると、内科が 6 人と最も多く、全体の 40.0%となっています。

●診療所医師を性別で見ると、男性医師が 13 人（構成割合：86.7%）、女性医師が 2 人（構成割合：
13.3%）となっています。

●医師を年齢階層別に見ると、65 歳以上の医師が 6 名と全体の 40%を占めており、高い年齢層の医
師が多くなっています。

【表】主たる診療科別にみた診療所に従事する医師数（単位：人）
内
科

皮
膚
科

小
児
科

精
神
科

外
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

形
成
外
科

眼
科

耳
鼻
咽
喉
科

産
婦
人
科

放
射
線
科

そ
の
他

合
計

壱岐市 6 1 1 0 2 0 0 2 0 2 1 0 0 0 15
合計 6 1 1 0 2 0 0 2 0 2 1 0 0 0 15

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」
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【表】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

【図】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

３．外来の受療動向

（１）流出入の状況

●医療機関の診療報酬の診療結果を利用して、患者の受療動向を分析した結果によると、福岡県への流
出が多く見られます。

【表】外来患者の流出入動向（平成28 年度）（単位：算定件数）

患者の
住所地

医療機関の所在地

壱岐市 県内の他の医療圏 県外 合計

壱岐市 93.26% 0.39% 6.34% 144,224
合計 134,509 569 9,146 144,224

※出典：国のナショナルデータベース(NDB)の平成28年4月か 29年3月までの病院と一般診療所における初
診・再診、外来診療料の診療行為の算定件数

（２）病院と診療所の割合

●病院での外来受療率が高い医療圏です。また、時間外の外来患者延数を見ると、ほとんどが病
院で受診していることがわかります。
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合計 0 0 0 2 2 0 3 2 0 3 2 0 1 15 40.0%
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【表】病院と診療所の外来患者対応の状況

※出典：厚生労働省「平成29年医療施設調査」
NDBの平成29年4月から30年 3月までの診療分データ(12ヶ月)

※通院外来：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療科、小児科外来診療料、小児
かかりつけ診療科の診療行為の算定回数及び算定施設数

※往診：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の往診の算定回数及び算定施設数
※訪問診療：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の在宅患者訪問診療の診療行為の算定回数及び算定施

設数
【グラフ】病院と診療所における外来患者延数の対応割合 【グラフ】病院と診療所における時間外の外来患者延数

の対応割合

４．地域の外来医療体制の検討

●「長崎県壱岐病院」を中核として、民間医療機関が連携し島内の医療提供体制を構築していま
す。

●壱岐市には準無医地区が１ヶ所あり、「光武内科循環器科病院」による巡回診療を実施していま
す。

（１）初期救急医療体制

市町
初期救急 【参考】二次救急

在宅当
番医 参加医療機関 診察日 備考 病院群輪番制病院 救急医療協力病院・

その他医療機関
壱岐市 壱岐医

師会
10 施設（5 病
院,5 診療所）

休日 市内１施設
を指定

◎長崎県壱岐病院
◎光武内科循環器科病院

※出典：郡市医師会及び市町に対する調査（令和元年9 月時点）
※表中「◎」印は救急告示医療機関（令和元年９月時点）

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

１施設あ
たり患者
延べ数

病院 5 5 15,434 3,087 5 15,345 * 20 * 70 5 491 102
診療所 18 13 10,647 830 13 10,588 6 18 5 40 6 * *

医療
施設数

外来
施設数

外来
患者延数
①＋②＋

③

１施設あ
たり患者
延べ数

外来内訳

通院外来① 往診② 訪問診療③ 【参考】時間外

病院

100.0

%

診療所

0.0%

病院

59.2%

診療所

40.8%
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●壱岐市においては、壱岐医師会を中心に、市内医療機関のローテーションにより在宅当番医制
度を運営しています。

●在宅当番医制度への参加医療機関は若干減少していますが、病院が補完し、維持を図っていま
す。

（２）在宅医療提供体制

●在宅医療については、在宅療養支援病院・診療所を中心に提供されており、医療ニーズには概
ね対応できていますが、医師や看護師不足のため対応できていない潜在的ニーズがあり、十分
な体制であるとは言えません。

●医療、介護従事者の高齢化が進んでおり、今後増加が見込まれる在宅医療の医療需要を見据え、
医師や看護師、介護福祉士など、若い人材の育成と島内の定着を図ることが重要な課題となっ
ています。

（３）産業医、学校医、予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制

●ほとんどの学校医が一人で複数校を兼ねていることから負担が大きくなっています。

●必要な産業医については確保が図られています。

●予防接種や乳児健診については、小児科医の増加が難しいなかで、医療機関や行政が連携し、
小児科を専門としない医師の協力を得て実施しています。

５．充実が必要な外来医療機能

●壱岐医療圏における充実が必要な外来医療機能として、新規開業者に対して協力を求める事項
は次のとおりです。

（１）初期救急医療提供体制への協力

（２）在宅医療の実施

（３）学校医、産業医、乳幼児の保健事業等、公衆衛生に対する協力
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１．医療圏の概要

●対馬医療圏は対馬市で構成されている離島の医療
圏です。公立医療機関を中心に一定の急性期機能
は確保されていますが、患者動向をみると、交通ア
クセスが良い福岡県への流出が見られます。また、
広い島内に集落が点在しており、交通アクセスの
確保が課題となっています。

【グラフ】人口の推移（対馬医療圏）

２．医療資源の状況

（１）病院・診療所の施設数

●国の医療施設調査の結果によると、対馬医療圏における病院数は平成 27 年度の病院統合により現在
2 施設となっており、一般診療所については無床診療所の増加、有床診療所の減少により全体として
微増となっています。

【表】施設数及び開設等の状況（病院）

平成 26 年 平成 29 年
平成25 年10 月～平成26 年 9 月 平成26 年10月～平成27年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

対馬市 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0

【表】施設数及び開設等の状況（診療所）

平成 26 年 平成 29 年 平成25 年10 月～平成26 年 9 月 平成26 年10月～平成27年9月
開設 廃止 休止 再開 開設 廃止 休止 再開

対馬市 30 32 0 0 0 0 ＊ ＊ 0 0
合計 30 32 0 0 0 0 ＊ ＊ 0 0
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第９節 対馬医療圏

※出典：「国勢調査」(2020 年以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計)
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※出典：厚生労働省「平成26 年・29 年医療施設調査」
※開設・廃止等施設数が1～3 施設の場合は、「＊」表示となります。

【グラフ】施設数の推移

※出典：厚生労働省「医療施設調査」

（３）主たる診療科目別医師数、年齢構成

●主たる診療科別の診療所医師数を見ると、内科が 10 人と最も多く、76.9%を占めています。

●診療所医師を性別で見ると、男性医師が 10 人（構成割合：76.9%）、女性医師が 3 人（構成割合：
23.1%）となっています。

●診療所医師を年齢で見ると、「55-59 歳」の層が 4 人と、一番多くなっています。
【表】主たる診療科別にみた診療所に従事する医師数（単位：人）

内
科

皮
膚
科

小
児
科

精
神
科

外
科

泌
尿
器
科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

形
成
外
科

眼
科

耳
鼻
咽
喉
科

産
婦
人
科

放
射
線
科

そ
の
他

合
計

対馬市 10 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 13
合計 10 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 13

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

【表】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」
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【図】診療所に従事する医師の性、年齢階級別年齢構成（単位：人）

※出典：厚生労働省「平成28 年医師・歯科医師・薬剤師調査」

３．外来の受療動向

（１）流出入の状況

●医療機関の診療報酬の診療結果を利用して、患者の受療動向を分析した結果によると、約 9 割の患
者は島内で受診していますが、1 割程度は福岡県などに流出しています。

【表】外来患者の流出入動向（平成 28 年度）（単位：算定件数）

患者の
住所地

医療機関の所在地
対馬市 県内の他の医療圏 県外 合計

対馬市 90.98% 0.86% 8.16% 135.279
合計 123,074 1,167 11,038 135,279

※出典：国のナショナルデータベース(NDB)の平成28年4月か 29年3月までの病院と一般診療所における初
診・再診、外来診療料の診療行為の算定件数

（２）病院と診療所の割合

●病院の外来受療率が高い医療圏であり、夜間や時間外の救急患者への対応は、企業団病院であ
る「長崎県対馬病院」（以下、「対馬病院」という。）と「長崎県上対馬病院」（以下、「上対馬病
院という。」が担っています。

【表】病院と診療所の外来患者対応の状況

※出典：厚生労働省「平成29年医療施設調査」
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男性 女性

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

施設数
(月平均
施設数)

患者延数
(回/月)

１施設あ
たり患者
延べ数

病院 2 2 14,135 7,068 2 14,123 * * * 12 * 621 *
診療所 32 21 8,500 401 21 8,482 * * * 15 * * *

医療
施設数

外来
施設数

外来
患者延数
①＋②＋

③

１施設あ
たり患者
延べ数

訪問診療③ 【参考】時間外

外来内訳

通院外来① 往診②
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NDBの平成29年4月から30年 3月までの診療分データ(12ヶ月)
※通院外来：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療科、小児科外来診療料、小児か

かりつけ診療科の診療行為の算定回数及び算定施設数
※往診：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の往診の算定回数及び算定施設数
※訪問診療：NDBデータにおける医科レセプト（入院外）の在宅患者訪問診療の診療行為の算定回数及び算定施設

数
【グラフ】病院と診療所における外来患者延数の対応割合 【グラフ】病院と診療所における時間外の外来患者延数

の対応割合

４．地域の外来医療体制の検討

●企業団病院である対馬病院が、対馬医療圏における急性期から慢性期の医療の中心を担ってい
ます。島の北部には同じく企業団病院である上対馬病院があり、対馬北部の医療を担っていま
す。

●対馬医療圏におけるへき地診療所は、16 施設であり、そのうち医師が 1 名以上常駐している
診療所が 5 施設、医師が常駐していない出張診療所が11 施設となっています。（令和元年 9 月
時点）

●常勤医師が配置されていないへき地診療所については、病院企業団病院等のへき地医療拠点病
院からの医師の派遣や、１人の医師による複数診療所の兼務によって維持されています。

（１）初期救急医療提供体制

市町
初期救急 【参考】二次救急

在宅当
番医 診察日 休日夜間急患

センター 診察日 病院群輪番制病院 救急医療協力病院・そ
の他医療機関

対馬市 ◎長崎県対馬病院
◎長崎県上対馬病院

※表中「◎」印は救急告示医療機関（令和元年９月時点）

●対馬市においては、開業医の高齢化や、時間外における基幹病院である対馬病院・上対馬病院
の受診率が高いこと等から、平成 28 年度から在宅当番医制度を廃止しています。

●夜間や時間外の患者の受け入れは、対馬病院と上対馬病院が担っています。

病院

100.0

%

診療所

0.0%

病院

62.4%

診療所

37.6%
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（２）在宅医療提供体制

●集落の過疎化、高齢化が急激な進行により、高齢者の独居や老々介護が多くなっています。

●島の面積が広く、北部から南部まで車で約３時間かかり、その間に集落が点在しています。そ
のため、訪問診療によって在宅医療、介護を提供するには極めて困難な状況です。

●在宅医療を進めるためには、在宅訪問医と連携し在宅医療を担う訪問看護ステーションの充実
が必要ですが、島内に２ヶ所しかなく、広い地域をカバーするため負担が大きくなっています。
全域を網羅した在宅医療を展開するには、対馬病院や上対馬病院、対馬中地区の豊玉診療所を
含めた医療機関との連携が必要です。

（３）産業医、学校医、予防接種等の公衆衛生に係る医療提供体制

●各校区内に小児科等の専門医が少ないため、当該学校に一番近い医院の医師に学校医を依頼し
ていますが、開業医の高齢化等により、さらに確保が困難となることが予想されます。

５．充実が必要な外来医療

●対馬医療圏における充実が必要な外来医療機能として、新規開業者に対して協力を求める事項
は次のとおりです。

（１）在宅医療の実施

（２）学校医、産業医、乳幼児の保健事業等、公衆衛生に対する協力


